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サケ科魚類受精卵の吸水前消毒法

現在，全国のアマゴやニジマスなどのサケ

科魚類養魚場で行われている卵消毒は，主に

IHN(ウイスル性造血器壊死症)の予防を目的

に，1970年代に技術開発されました。

吸水後の受精卵や発眼卵をヨード剤で消毒

することによって，卵に付着している病原体

(ウイルスや細菌等)を消毒するという手法で

す。卵消毒後，病原体に汚染されてない飼育

水で飼育すれば，IHN 等の魚病の発症を防止

できるとされていますが，この方法では，卵

内に入ってしまった病原体は防除できない

等，欠点が指摘されています。

病原体が高濃度に存在する状況下では，卵

の吸水時に，病原体が卵内へ侵入することが

明らかになっており，卵内の病原体が死滅せ

ずに増殖する BKD(細菌性腎臓病)や冷水病の

原因菌に対しては，十分な防除効果が認めら

れていません。

今回，全国養鱒技術協議会 魚病対策研究

会が発表した「冷水病の卵内感染防除のため

のサケマス受精卵の吸水前消毒」を行えば，

少なくとも冷水病に関しては，親から子への

卵を介しての垂直感染を防除できることが明

らかになりました。さらに，冷水病以外の魚

の病気に対しても，有効性が期待されるとこ

ろです。

吸水前消毒法の詳細については，別添のパ

ンフレットを参照して下さい。

(内水面研究室：増成)
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